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  ◆今号の表紙 

    表紙の写真は、オランダで行われたＲＩ世界大会に 

   出席された伊藤さんからいただいたものです。 

    大きな風車の前でツアーに参加された皆さんが集まっ 

   ての記念写真です。残念ながら顔が小さく印刷ではよ 

   く分からないかも知れません、でもちょっとうらやま 

   しいですね。ツアーのレポートが投稿にあります。 
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  ＪＲＰＳ神奈川の活動                       

【総合カレンダー】 
  ９月 ４日（土） ※カラオケ交流会 関内 午後２時 

  ９月１１日（土）  ミニ集会  県民サポートセンター ７０３号 

  ９月２６日（日） ※網膜の日ｉｎとちぎ 栃木県宇都宮市 

            ※得々講座 白杖体験講座 厚木市総合福祉センター 

 １０月 ３日（日） ※得々講座 年金セミナー 県民サポートセンター 

 １０月 ９日（土）  ミニ集会  県民サポートセンター ６０３号 

 １０月１６日（土） ※交通アクセス神奈川大行動 横浜市 

 １０月２０日（水） ※つくしの会 散策会 横浜山下公園 

 １１月１４日（日）  ミニ集会  県民サポートセンター ７０８号 

 １１月２８日（日）  会報発送作業 県民サポートセンター９階 １０時 

 １２月１２日（日） ※アイフェスタ２００４ｉｎ横浜 ウイリング横浜 １０時 

 １２月２６日（日）  ミニ集会  県民サポートセンター ７０５号 

               午後２時～５時 終了後忘年会です。 

２００５年 

  １月１６日（日）  ミニ集会  県民サポートセンター ７０８号 

 ◎ミニ集会の時間は、通常午後１時～４時です。 

 ※この印の付いた行事は詳しい記事が掲載されています。 

 

 第九回 神奈川支部定期総会      

 去る６月１３日、第九回定期総会を県民サポートセンターにて行いました。 

ご出席下さいました会員の皆様ありがとうございました。 

 お陰様で平成１５年度の活動報告・収支決算、平成１６年度の活動計

画・収支予算ともに承認されました。また、役員選出に関しましても議案通

り承認されましたことをご報告申し上げます。 

 来年度は神奈川支部結成十年の節目を迎えます。記念行事を本年度か

ら準備するとともにより以上に会員の皆様のお役に立てる会運営に努め

て参りたいと思います。 

 会の運営やイベントの計画などは、ミニ集会の内容から計画されること

が多くあります。 一人でも多くの会員・御家族などの参加を心からお待ち

しています。 どうもありがとうございました。 

                              支部長 大窪  融 



 
- 3 - 

 カラオケ交流会へのお誘い       

 恒例のカラオケ交流会です、楽しく元気に残暑を吹き飛ばしましょう！ 

ご家族・友人をお誘い合わせの上、奮って参加してください。皆さまの参加

をお待ちしています。 

  日 時： ９月 ４日（土） 午後２時～５時 

  場 所 ：ビッグエコー横浜関内店 TEL：０４５－６４０－６７８０ 

        (ＪＲ関内駅北口より徒歩１分） 

  会 費 ：２５００円くらい 

  集合場所：ＪＲ関内駅北口の改札口付近（横浜寄りの階段を利用） 

  集合時間：午後１時３０分 

  申し込みは、下記の連絡先にお電話ください。 

    高木 貞子   ０４５*-**-**** 

    渡辺 千登世 ０４*-**-**** 携帯 ０８*-**-**** 

 

  世界網膜の日ｉｎとちぎ         

 ～見所・聞き所～ 

 ９月２６日（日）に栃木県宇都宮市で開催される「世界網膜の日」はビック

リ企画が一杯です。 その中でもここでしか見れない、聞けない、掘り出し

物を紹介しよう。 宇都宮までは、湘南新宿ラインの延長で乗り換えなしで

神奈川から行けるので便利ですよ。 

【聞き所その１】 

 医療講演「網膜再生・移植治療の現状と今後」 

 講演者：東北大学医学部長 玉井 信 教授 

 患者本人の目の一部の細胞から網膜（色素上皮）を再生して移植する治

療法を既に臨床研究として行っている玉井教授がこれまでの成果と今後

のこの治療法の展開についての講演です。 

 もっとも早く確立されるであろう治療法の一つとして期待できそう。 

【聞き所その２】 

 硬いお話を聞いて、疲れた耳のお休み所。 

 ＲＰ患者のプロ演歌歌手によるミニコンサート。 オジサン、オバサンの

好きな演歌だけでなく、童謡からポップスまで、ですよ。 

【見所その１】 

 本号の「ドラエモンのポケット」にある、ＮＨＫの超高感度カメラの体験が

出来ます。新しいタイプの試作品の体験もできるかも？ 
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 真っ暗な部屋で昼間のように明るく映し出されるカラー映像を体験したら、

これからの生活への希望が倍増するでしょう。但し、体験人数は３０人が

限度だから、開場に着いたらまず予約・・ですね。 

【見所その２】 

 視覚障害者はコピー機が苦手ですよね。 最近のコピー機は全部液晶

でタッチパネル方式。タッチパネルを押すのに指が震えていませんか？ 

押し間違えて違ったサイズでコピーしてませんか？ 

 そんな悩みを全て解消したコピー機をリコーが開発しました。 音声案内、

点字、触ってわかるボタン。 試作段階の品物です。 

 本当に使いやすいか？ 使えるか？ 職場で困ってる人、是非体験して、

改良の提案などお願いします。 

 その他、楽しい事一杯の催しですよ。家族、友人と一緒に出かけてみて

は？ もちろん、一人旅にも手ごろな距離ですよ。 

【開催場所】 

  栃木県総合文化センター 

   栃木県宇都宮市本町１－８ 

   電話：０２８-６４３-１０００（代表） 

【交 通】 

 ＪＲ宇都宮駅から、 

  ①関東バス；作新学院、戸祭、江曽島行などで『県庁前』『池上町』下車 

    徒歩で約３分。（５分～１０分毎） 

  ②宇都宮市ミニ循環バス「きぶな」（ＪＲ宇都宮～市役所・県庁～ＪＲ宇 

    都宮） 『県総合文化センター』下車 

 ※ＪＲ宇都宮の駅構内にボランティアを配置しますので、バス停までの道 

   順が分からない場合は、遠慮なく声をかけて下さい。 

 

  第二回 白杖体験講座         

 今年も得々講座として、昨年好評だった白杖体験講座のパート２を行い

ます。内容は白杖の基本的使い方と応用です。 段差や階段での使い方、

誘導ブロックの利用法。 などなど、屋外での体験も計画しています。 

  講師；中村 泰三 氏 （七沢ライトホーム） 

  日時；９月２６日（日） 午後１時～４時 

  場所 厚木市総合福祉センター 研修室（４階） 

      ０４６－２２５－２５２５ 
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  集合場所及び時間 

    午後１２時３０分 小田急線 本厚木駅 東口改札口 

     （ホームから海老名寄りの階段を降りて下さい。） 

  参加申し込み方法 

    ９月２３日までに、下記までご連絡下さい。 

    内 田 ０４*-**-**** 

    佐々木 ０４*-**-****（夜７時以降にお願いします） 

 

  知って得する年金セミナー      

 話の中心は障害年金ですが、私達は将来必ず何らかの年金を受け取る

事になります。 その時,自分が受け取れる年金は何か、障害年金はどの

ような状態なら申請できるか、申請に当たっての手続き、書類の内容など

を知っているのと知らないのでは大きく違ってきます。 また受け取ってい

る年金を変更する時のことなどを知っておきましょう！ 

 年金は自己申告をしなければもらえません。より良い申告ができるよう

勉強をしたいと思います。 きっと役に立ちます。 

 一人でも多くの方のご出席をお待ちしています。 

 日時 １０月 ３日（日） 午後１時～４時 

 場所 県民サポートセンター ３０６号 

 講師 社会保険事務所の方 

 

 交通アクセス神奈川大行動にご参加下さい  

 毎年秋に、「だれもが安心して使える駅や公共交通機関」にするために

大行動をしています。 

 皆様も最近は駅にエレベーターやエスカレーターがどんどん設置されだ

していることはご存知の事と思います。 これは当事者である車椅子使用

者をはじめとした下肢障害者の方々が中心となって声を大きく出して来た

ことが、今の現状を作り出していると言っても過言ではありません。 

 視覚障害者は階段の上り下りはできるし、危険ながらもホーム上の移動

もできないわけではないことから、視覚障害者への情報提供や安全確保

については後回しになってしまっているのが現状です。私たちも安全で安

心して利用できる駅や公共交通機関を求めてもっともっと声を出していく必

要があります。 

 今年の取り組みは、まず視覚障害者グループとして独自に「みなと未来
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線」の駅をたずね、ホームドアの設置や情報提供、駅員さんの人的サポー

トの充実などをお願いし、午後からは他の団体の方々とも合流して新横浜

駅と横浜駅で要請行動をします。 

 行動日は１０月１６日（土）です。 

 まる一日に渡り行動予定がありますが、部分参加も可能ですので、ぜひ

参加してください。 詳細は小泉暁美まで電話かメールでお問い合わせく

ださい。 

  電話：０４*-**-****（平日は夜７～９時くらいにお願いします） 

  Ｅメール： ******@ m x 6 . t t c n . n e . j p 
 

 つくしの会便り               

 皆さんこんにちは、この夏は暑くて大変でしたね。 これからが夏の疲れ

が出て、体調をくずしやすいですね、おたがいに頑張ってこの夏をのりきり

ましょう。 

 さっそくですが、お待ちどうさまでした。 涼しくなった秋の一日を横浜山

下公園で海のにおいを楽しみながら、大きな船に乗ってみませんか？ も

ちろん男性も大歓迎です。 なお、雨天の場合は中止いたします。 

  日 時；１０月 ２０日（水） 

  集 合；横浜駅西口 ダイヤモンド街入口付近 午前１０時 

  持ち物；お弁当 身障手帳 

  船の費用；７００円 

  申込み； 山内；０４*-**-**** 

        浜崎；０４*-**-**** 

        渡辺；０４*-**-**** 

 

 視聴覚福祉機器展開催のお知らせ  

 ＪＲＰＳ神奈川支部では本年１２月１２日（日）に視聴覚福祉機器展『アイ

フェスタ２００４ｉｎ横浜』の開催を準備しております。 遮光眼鏡やルーペ、

拡大読書器、音声パソコン、携帯電話、点字機器、便利グッズなどの展示

を行います。 また、聴覚障害を合併する方も少なくないことから、聴覚検

査と補聴器なども体験できるよう準備する予定です。 

 不自由さを少しでも克服し、快適な生活を楽しむために、様々なアイディ

アの盛り込まれた福祉機器を手にとってご覧下さい。また、私たちの要望
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を直接開発者さんに伝える良い機会でもあります。 

 また、同時に好評だった個別の医療相談コーナー、生活相談コーナー、

メイクアップコーナーも行います。 

 一人でも多くの方にご来場いただきたいと思います、 １２月１２日（日）

スケジュール帳に福祉機器展とご記入下さいね。会場は以前も行いました、

上大岡のウイリング横浜です。詳しくは１１月の会報でご案内いたします。 

 

  情報コーナー                           
  ドラえもんのポケット          

 ♪こんなものいいな♪できたらいいな♪ 

「暗闇メガネ」 

 今回はＮＨＫのお話なので「プロジェクトＸ」調でいくことにした。 

 何号だったか？ 夜も昼間のように見えるＮＨＫが開発した「ハープ管カ

メラ」が早くゴーグルタイプのメガメになればいいな。とお願いした事があっ

た。 金もかかるし、最低でもあと５年はかかる。との話であった。 

 だが、先日ＮＨＫから朗報が届いた。７月６日福山で開催されたＪＲＰＳ全

国大会での体験コーナーが研究者の背中をグイッと押したらしい。 

 「こんなに暗いところでもハッキリ見える」、「妻の顔を十数年ぶりに見る

ことができた」、「これなら夜も安心して歩けそうだ」、「私の視力ではダメな

んだろうと思ったけど良く見える」などなど、歓喜の声を上げる人、涙ぐむ

夫婦。 

 「これ程までに・・」ＮＨＫの研究スタッフは自分達の研究に対する期待の

大きさに驚いた。 １００％満足してもらえるには、まだ時間がかかる。とり

あえず、８０％の満足度で、早急に家電価格で提供できないか？ 研究ス

タッフは探した。 

 「これだ！ これと俺達の技術を組み合わせれば出来る！」若い研究者

が思わず叫んだ。 これは大手家電メーカー「Ｈ社」が開発して既に市販し

ている製品だった。研究スタッフは早速検討会議を開き、「これなら８０％

程度は満足してもらえそうだ」の結論に達した。 

 ９月２６日の「世界網膜の日ｉｎとちぎ」には試作品が間に合うか？ ギリ

ギリの研究を日夜進めている。 

 今回は少し硬い話でごめんなさい。でも期待が一杯だよね。 
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  音声解説付きＤＶＤ発売        

 さだまさし原作の映画「解夏（げげ）」のＤＶＤが、フジテレビのアナウンサ

ーによる音声場面解説（副音声）付きで発売されました。 

 ただし、標準では「解説なし」ですので、ちょいと細工をしてやる必要があ

ります。ＤＶＤプレーヤーにディスクを入れ、自動再生されたら、メニューボ

タンを押し、メインメニューが表示されたら、右矢印ボタンを１回押し「ボイ

スガイドメニュー」にカーソルを合わせて決定ボタンを押します（ここまでは

無音です）。すると「ボイスガイド」を有効にするかどうかのアナウンスが流

れてくるはずです。左右の矢印と決定ボタンを使ってボイスガイドを有効に

した後は、音声の指示にしたがってほとんど全ての操作が可能です。 

 お試しあれ！！ 

（この情報は仙台の菊地様がｊａｒｖｉＭＬに投稿されたものからご本人の承

諾を得て、引用させていただきました。） 

 

  投稿コーナー                           
  神奈川支部定期総会に参加して   

 朝、雨も止み、爽やかな日曜日となりました６月１３日、神奈川支部第９

回定期総会に出席しました。 

 午後は萩生田千津子さんの講演会。悲惨な交通事故により、車椅子で

の生活となり、大変な努力と頑張りの萩生田さんのお話を伺い、身の引き

締まる思いがいたしました。 

 全身全霊で打ち込む民話の語りその一言一言が、言霊となって会場に

響いてきました。 すばらしい講演ありがとうございました。 

私の身近な感動を短歌にしました 

 エレベーター 待つ吾の側 駆け寄りて 元気な少年 会場に誘

導す 

 手のひらに つぶらな果実 さくらんぼ 甘さひとしお 心和み

ぬ 

 夜の明けを 雨しとど降る 紫陽花の 濡れ葉の陰に 雨蛙鳴く 

                                       真田 京子 
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  『ＲＩ世界大会ｉｎオランダツアー』に参加して   
                                横浜市 伊藤つえみ 

 「趣味は？」と聞かれれば「海外旅行！」と答えてしまうほど、海外旅行

が大好きな私ですが、ＲＰであるが為に仕事を無くし、しばらく貧困生活を

余儀なくされており、好きな旅行もご無沙汰しておりました。 しかし、昨年

晴れて就職することが出来、この度、念願の海外旅行に行くことが出来ま

した。 また、一度母を海外に連れて行ってあげたいと思っていたのです

が、今回それも実現することが出来ました。 

 うちの遺伝形態は、常染色体優性遺伝で、母もＲＰ患者です。母は今年

６４才で、だいぶ見えなくなってきましたが、近所なら、まだ白状無しで散歩

することが出来ます。 このくらい見えるうちに連れて行ってあげることが

出来、よかったと思います。 そして今回は、母の姉(ＲＰ患者)とその夫も

加わり、計４人で参加致しました。 

 ツアー全体の参加者は、埼玉から１２名、東京４名、新潟１名、名古屋１

名、そして横浜からは堀口さんと私の２名、山形から母・伯母夫婦の３名、

計２３名でした。 これが成田出発グループで、関空出発グループも別に

ありました。 

 今回のツアーは、６月２９日(火)

～７月６日(火)までの６泊８日で、

ベルギー観光２日間、世界大会２

日間、オランダ観光２日間という内

容でした。 

 まず驚いたのは、食事にかける

時間の長さです。ランチ１時間、デ

ィナー２時間は当たり前なのです。 

２日目の夜は時差ボケのピークで、

早く食事を済ませて部屋に戻りた

いのに、１品１品の出てくる間隔が

長く、メインが出てくるまでにコック

リコックリ、デザートが出てくるまで

にコックリコックリといった状態でし

た。 

 次にオランダ人の身長の高さで
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す。 女性の平均身長が１７２～３㎝というのには驚きました。 ホテルのド

アの覗き穴の位置がそれを物語っており、身長１６３㎝の私が背伸びをし

てもまともに覗けないのです。 それから、日の長さにもビックリです。 日

没２２時０３分とか言っていたと思います。 夜盲のある私達には、ベストシ

ーズンでした。 

 ベルギーでは、馬車に乗っての観光もありました。 足元を気にしなくて

良いので、ゆっくり街並みを見ることが出来ました。 ヨーロッパは、石畳や

レンガ敷きの道が多く、ちょっとした段差が分りづらいのです。点字ブロッ

クも見かけませんでした。 視覚障害者や車イスの方は住みにくそうだなと

思いました。 そしてベルギーと言えば、ワッフル、チョコレート、ビールと

美味しいものがたくさんあります。 ビールは水より安いので、昼間から飲

んでしまいました。 

 オランダでは、「アンネの日

記」で有名なアンネフランク

一家が隠れ家にしていた部

屋を見たり、運河巡り、風車、

チーズ農園、ダイヤモンド工

場など見学・観光しました。 

また、オランダはチューリップ

が有名ですが、シーズンが

終わっており見ることは出来

ませんでした。 しかし、街中

いたる所に季節の花が飾っ

てあり、とてもきれいでかわいい街だったのが印象に残っています。 

 世界大会は２日間でしたが、英語もオランダ語も分からない私達家族は、

半日だけしか参加しませんでした。 福祉機器の展示会場では、赤外線を

使った暗視メガネ(ゴーグル？)を体験しました。 真っ暗で何も見えない

部屋が、それを掛けると白黒の世界ではありますが、物がはっきり見えた

のは感激でした。 ただ私は、ピントが合いづらく歩行には向かないと思い

ました。 人によって感想は様々のようです。 しかし、今回参加した釜本

会長は「ＮＨＫのハープカンの方が全然いい。日本の方が進んでいるわ

よ。」とおっしゃっておりました。 早く小型になって商品化される事を期待

したいですね。 

 今回は８～９割観光という内容でしたが、そのほとんどが天気にも恵ま

れ、何のトラブルもなく、楽しく旅行する事が出来ました。 天気に関しては、
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私達の日頃の行いの良さ(？)かもしれませんが、その他は、本部役員の

方々のご尽力のおかげと、今回なんと言っても、添乗員の高山さん(女性)

や現地ガイドの方には、大変お世話になりました。 特に高山さんのフット

ワークの良さと、声の大きさ、きめ細かいご配慮は本当に有難く思いまし

た。 おかげで私達は何の不自由も無く、安心して旅を終えることが出来

ました。 

 

  パソコン暁に死す            
                                     パソコン・マン 

 ある日曜日、雷が鳴ったのでパソコンの電源を切り、電源コードを抜いた。

大丈夫とは思ったが、雷が鳴ったら電源コードをコンセントから抜くようにと

解説書に書かれていたのを思い出し、大事を取ったつもりであった。 しば

らくして、雷も治まってきたのでコードを差し込んでパソコンの電源を入れ

てみるとどうもおかしい。スタンバイ（省電力）モードのままなのである。周

りのケーブル類を外すなどいろいろ試したが変化しない。しばらく時間を置

いてみることにした。 
 

 翌日の朝がまだ明けきらない時刻に気になって起きだし、あらためて電

源コードを入れてみる。やはりスタンバイモードのランプのままである。スタ

ンバイモードのランプ色はパソコンのメーカーにより、マチマチなのだろう

が、自分のパソコンはオレンジ色だった。強制終了のスイッチを何秒か押

し続けてみてもダメだった。オレンジ色のままびくともしない。不安になって

きたがメーカーのサポートに問い合わせてみることにした。事の重大さに

まだ自覚していなかった・・・。 
 

 さて、営業時間の開始を待って電話し、言われる通りの作業をしてみて

改善しないとわかると「修理に出してください。」と言われた。「え！？ウッソ

ー？」「本当です。」電話の相手は冷たい口調で放った。 
 

 翌日、宅配業者の方が引き取りにきて、メーカーに預けて見積もりを出し

てもらうことになった。しばし、数日・・・。九日目にお電話をいただいた。な

んとマザーボードとディスクが故障しているというお話でした。修理見積も

り金額は・・・。結構なお値段で新品のデスクトップ本体が買える金額だっ

た。そのときのわたしの脳裏に浮かんだのが、電源をシャットダウンすると

きにパソコンが再起動してしまう症状でした。 
 

 パソコンを購入して半年も過ぎた頃だろうか、使うかもしれないとメモリカ
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ード・ドライバの修正プログラムをメーカーのサイトからダウンロードして、

パッチを当てたところ、突然スタンバイモードになったかと思えば、電源を

切るときに再起動するなどいくつかの症状が出るようになってしまった。い

くつかは直ったのですが、「終了オプション」→「電源を切る」を選択すると

き、いわゆる電源をシャットダウンしてもなぜかパソコンが正常に終了せず

再起動してしまう現象です。（再度、シャットダウンすると切れるのです

が・・・）。 
 

 その症状が出るたびに毎回ではないですが、メーカーのサポートにお電

話すると、いつも最終的に対応が決まっていました。「再インストールしてく

ださい。」「原因と思われる追加した（特定の）ソフトウェアを突き止めてくだ

さい。」ソフトウェアは数多くあり、識別するのは非常に困難、かつ難解だっ

た。そのころはまだ初心者だったので言われるままに OS を再インストール

後、いつも慎重にパソコンが再起動しないか確認しながら幾つかのソフト

ウェアをインストールしていたのを思い出す。メーカーさんが言うには「再イ

ンストールをお願いすると皆さん、症状を訴えてこなくなります。」と言う意

味のお話でした。実際、再起動しない時期が何ヶ月かあったので本当だろ

うと思っていました。 
 

 そうして電源シャットダウン時にパソコンの再起動が頻繁になるとその都

度、再インストールを繰り返しました。最初に症状を訴えてから一年くらい

してお電話による問い合わせからメールサポートでの質問に切り替え、解

決をお願いしてきました。そして、昨年の暮れ間近にとうとう追加したソフト

ウェアとは関係なく初期状態での電源シャットダウンのときにパソコンが再

起動することを突き止めたのでした。 
 

 そのことをメーカーさんに伝えると、ともかく預かって点検したいとの回答

を得ました。しばし点検してもらったところ、メモリモジュールに不具合が見

つかり無償で交換していただきましたが、戻ってきてみるとなぜか症状は

改善されていませんでした。再度点検をお願いし、今度は追加メモリ（メモ

リ増設でしたので・・・）を交換していただきました。戻ってきましたが、やは

り再起動の症状は改善されていませんでした。症状を訴えてからの期間と

修理に預けた期間がわたしからみてあまりにも長かったため、その後の再

点検までお願いする気力は失せてしまいました。 
 

 その症状さえ無かったらあるいは修理を依頼していたかも知れませんが、

ドライブも当時のコンポドライブの CD書き込み速度が 4倍速でしたが、い
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まは、比べ物にならないほど速くなっています。（最大 24倍速、32倍速と

か・・・）また、DVD±R/RWのマルチドライブを搭載したパソコンも今では珍し

くありません。この書き込み速度の変化も考慮しなくてはなりませんでした。

おまけにハードディスクは初期化（データがすべて飛ぶ）になりますと言う

ことで断念することにし、パソコンはそのまま戻してもらうことにしました。

かくしてパソコンは新品同様なのに使えないものとなってしまいました。

（涙ポロッ）ちなみに一体型パソコンと言われるタイプなので本体だけ新し

いものと交換することは不可能でした。 
 

 さて初めてのパソコンを使ってみた感想は・・・。修理は可能とはいえ、購

入してから二年半持たなかったのは正直ガッカリしましたし、金銭的にも自

分としては痛かったです。学んだ教訓は・・・。 

１． ともかくも保証期間がすべて 

一番重要なのが保証期間。パソコンは購入するとほとんどのメーカーで一

年間の保証書が付きますが、これでは不十分なのです。メーカー保証が

一番良いのですが、ショップによっては購入金額からのポイントなどで３～

５年の延長保証を付けられることがあります。しかしよくよく聞いてみるとそ

の保証が一回のみの保証（修理）だったりすることもあるので怖い話です。

今年に入ってあるメーカーは保証期間を一年間から三年間の延長と購入

したときの半額の買い取り（下取り）サービスを開始しました。（下取りには

条件が付くと思いますが・・・）自分は世の中をナナメ？に見るひねくれた

性格なので裏を返せばそれだけ（今の）パソコンというものはトラブルや故

障が多いということを裏付けているようなものです。あるメーカーの製品は

デスクトップの三年間延長保証の有償オプションを付けられてもノート型は

付けられないなどメーカーや製品によっていろいろです。購入するときはよ

く確認する必要があります。可能ならば、最低限三年間の保証を付けるの

が望ましい。 
 

２． 売れているメーカーが一番良いサポートとは限らない。 

誤解を招きかねない表現ですが、あまりにも売れすぎているパソコンメー

カーはアフターサービスがおろそかという訳ではありませんが、電話によ

る問い合わせがつながりにくいので注意が必要です。これはプロバイダや

ソフトウェアベンダーにも言えます。メールサポートは送信フォームからの

問い合わせで使うときの文字サイズが小さく、われわれが利用するには不

向きと思えます。そういうときに頼りになるのが電話によるサポートなので

す。アフターサービスの良しあしは仲間に相談するのも一考としても、外資
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系の直販メーカーのアフターサービスの方が充実していて対応が速いよう

に思います。（その代わり、初心者向きではない部分もありますが・・・。）

可能ならば、直接訪問・修理してくれるか引き取りにきてくれるアフターサ

ービスを選んだほうがわれわれには後々負担が少なくて済みます。 
 

３． 豊富なバンドルソフトが果たして本当に必要かよく検討する。 

初めてパソコンを購入するときはバンドルされているソフトが多ければ多

いほど良いパソコンと思っていましたが、逆でした。プリインストールされて

いるソフトウェアが多いほど修正プログラム・アップデートが多くなり煩雑、

システム障害につながりやすく、数年後のメンテナンスが面倒になります。

多機能であればあるほど、高機能であればあるほど修正プログラムやア

ップデートが多いと思わなければなりません。実に多くのパソコンメーカー

が毎月のように修正プログラム・アップデートをサイトから配布しています。

メーカー独自のソフトウェア、デバイスドライバ以外にも BIOSやそのほか

のアップデートも珍しくありません。ちなみに前のパソコンでは二回も BIOS

のアップデートをやりました。パソコンを購入するときは本当に必要なソフト

ウェアかどうか検討する必要があります。必要がなければできるだけシン

プルなパソコンを選んだほうが余計なシステムエラーや故障を生じさせな

いで済みます。また、プロバイダの入会案内が多数バンドルされているパ

ソコンのなんと無意味・無神経なことか。前のパソコンには十社くらいの入

会案内がありました。プロバイダの入会案内は簡単に削除できないように

なっているものもあります。（レジストリを編集すれば完全にアンインストー

ルできますが・・・）そのほか、ソフトウェアではありませんが、多数バンドル

されているインターネットのお気に入りなども 1、2年後の再インストール時

には閉口させられます。リンク切れのなんと多いことか。（なんやこれ

は！！）最近はメーカーのオンラインでの自動更新も増えていますが、そ

れでもアップデートが少ないに越したことはありません。 

 ほかにもいっぱいありますが、この辺で止めときます。 
 

 さて、今使っているパソコンは・・・。前回の反省を踏まえ、長期間の保証

を付けました。ただ、前のパソコンは 15.3 型のワイド液晶だったこともあり、

文字サイズそのものは見やすかったです。操作も使い慣れていました。で

も、バンドルソフトが必要最低限で、お気に入りもほとんどなく、問い合わ

せの対応が速いのでとても気に入っています。もちろん、パソコン終了時

にはちゃんと電源が切れることは言うまでもありません。 

                               （2004年 8月 1５日 記） 
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  ウッチャンの落書きストーリー   

 ～ 陶芸の話（前編） ～ 

 ウッチャンと陶芸との出会いは、ライトホームに入所していた頃に遡る。 

年間を通して、訓練以外でいくつかの行事みたいなものがある。 そんな

中に、感覚訓練の一環として、行われたのが、陶芸だったのです。 

 ようやく、ライトホームでの生活にも慣れ、そしてウッチャン自身も心の変

化を感じ始めていた頃だった。 

 さて、陶芸教室当日。厚木市在住の陶芸家のおばちゃん登場。陶芸教

室が始まった。 型どおりの陶芸についての話。そして、ろくろに、粘土を

のせ作りはじめる。 

 言葉での説明は、理解はできても、聞くとやるとは大違い。簡単にはうま

くいかない。 ところが、時間がたつにつれ、触れている粘土の形が頭の

中に浮かんできたのです。知らず知らずのうちに、夢中になっていた。 

 そこへ、だれかが声をかける。返事をしないウッチャン。 もう一度声をか

ける。まだ、気づかないウッチャン。 ここでやめればいいのに、また声を

かける。そして、やっと返ってきたウッチャンのひと言。 「ナンダァ、ウルセ

ェナァ！」 

 この返事に愕きながらも、「エッ、ゴメンナサイネ」と応える。 今度は、そ

の声に愕くウッチャン。ナント、声をかけていたのは、陶芸家のおばちゃん

だったのです。（やってもうたぁ、マズイナァ）と思ったウッチャン。 

 「スイマセン、夢中になっていて・・・」とすかさず謝るウッチャン。 笑いな

がら、「いいですよ真剣に取り組んでいるってことですから。」と言ってくれ

た。しかしその後、おばちゃんがウッチャンに、言葉をかけるどころか、近

づくことさえなかった。 

 その場にいた職員も、ウッチャンの発言に注意するよりも、あきれてしま

い「先生、脅かしてどうすんだよ。」で終わってしまったのです。 

 そんなこんなの陶芸初体験。できあがったものは、たいしたものではない。

作った本人でさえ、（ダメダコリャ）と思うものだったのです。 

 しかし、自分の世界に入ってしまい、夢中になったのは事実なのだ。一

体、ナゼ？もう一度やってみたいと、陶芸への興味が広がっていくウッチャ

ンなのでした。 

 職員に、「今度は、いつやるのか。」と尋ねると、「来年かな、でも、また陶

芸やるかはわからない。」の返事。 その言葉に、がっかりするウッチャン。

しかし、陶芸初体験から数ヶ月後、ウッチャンにウレシィ情報が飛び込んで
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きた。 

 それは、リハビリをかねて陶芸を、病院内でやっている事がわかったの

だ。それも訓練以外で、ウッチャンが、一日おきに通っている場所にあった

のである。 

 左手に軽い感覚マヒがあって、指先で何かに触れても、それを認識でき

ない。そのため、少しでも回復すればとリハビリを、受けていたのです。 

入所当初から受けていたが、ライトホームの訓練に集中するためリハビリ

はやめることになりかけていた。 

 ウッチャンは職員に泣きついた、なんとかならないかと必死に頼んだの

である。（一週間に一回でいい、リハビリを続けたい、それもリハビリの方

法は陶芸で） なんという身勝手な願い。 

 このわがままな要求を、聞いた職員。ウッチャンの必死さに負けて、「な

んとかしよう」と応えたのである。 後で聞いた話によると、ウッチャンのわ

がままな願いをかなえるために、訓練スケジュールの調整などなど、大変

だったらしいのだ。 この職員の苦労も知らず、ライトホーム入所中、ウッ

チャンは陶芸を楽しんだのです。 

 

 さて、陶芸に興味を持つ以前から通っていたリハビリ室。まるで、幼稚園

の休み時間の騒音の中で過ごして居るような場所。 だが、そこで出会っ

たすべての人達、そして体験が大きく価値観を変え、新たな感性を生み出

し、雑学的知識をウッチャンに与えていたのです。 

 リハビリを通しての視覚以外の障害者との会話。自分に投げかけられる

言葉、自分の問いかけに返ってくる言葉。その一つ一つに、オドロキと感

動にもにた思いで耳を傾ける。 この空間に時間に、少しでも長く身を置い

ていたいと思うようになっていたのである。 

 そんな場所で陶芸ができるとなれば、ウッチャンのわがままが全開にな

るのも仕方がないのです。 

 わがままを言って、粘土をいじりに、リハビリ室へ通って約半年。ライトホ

ームの生活も終わりを迎えていた。ウッチャンにとって、いろいろあった、イ

ヤイヤありすぎた１年半。 

 

 ライトホームを離れ、一人暮らしが始まる。まず最初に始めたのは、陶芸

を学びたいと、指導してくれる場を探す事。 

 しかし、どこに行っても、うち崩すことのできない大きな壁が現れる。それ

は、指導してもらうために用意しなければいけないもの。教えてもらうため
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に必要な費用。 これが、ウッチャンにとって高額だったのです。 どこに行

っても、最後はサイフの中身と折り合いがつく所はなかったのである。 

 事が生活にかかわる金銭面となるとどうすることもできない。何のために

周りの反対を押し切ってまでの一人暮らし。ゼイタクは許されない、あきら

めるしかないウッチャンだった。 

 それでも、一人暮らしの数年間。一度も陶芸ができなかったわけではな

い。なんと、栃木県まで行って陶芸をやったことがあるのです。 これは、Ｊ

ＲＰＳの若者たちが計画した旅行の中に陶芸体験があると聞いて、無理を

言って、陶芸体験だけを参加させてもらったことがあったのです。 

 

 朝５時３０分にアパートを出て、上野駅を６時３０分頃の宇都宮行きの電

車に乗って、イザ出発。 ウッチャン一人で、まさかぁ！ ウッチャンにそん

な力はありません。若いおねぇちゃんの付き添いありです。 

 女の子の名は、みゆきちゃん。白衣の天使となるべく、山形のいなかか

ら出てきた女の子。ビールジョッキとカラオケマイクを持たせなければ、都

会にはいない純朴な女の子と言ってもいいだろう。 

 そんなみゆきちゃんと、どこでどうやって？と不思議に思う人もいるだろう。

実は（ＪＲＰＳ神奈川支部）に、時折ボランティアとして協力してくれている

女の子なのです。 

 その程度でと、またまた不思議に思うかもしれないが、そこはそれ、ウッ

チャンの魅力のなせる技、ナーンテネ。そんなことはありえません。真実は、

みゆきちゃんのあこがれと尊敬の念をもっている、看護学校の先輩がＪＲ

ＰＳの会員なのです。 

 つまり、ウッチャンと同じ眼の病気をかかえながらも、白衣の天使になる

ための勉強をしているのである。今は、不自由を感じることは少なくても、

将来は、と不安を持ちながらも、必死に学ぶ姿を見れば、みゆきちゃんで

なくても尊敬するだろう。 その先輩が前日から旅行に参加していたから、

ウッチャンに付き添ったのでした。 

 

 さて、そんなみゆきちゃんと、３時間あまりの列車の旅。宇都宮駅で若者

たちと合流。めざすは、陶芸センター。 昼食もソコソコに、体験コーナーの

部屋へ。 

 係員の型どおりの陶芸の話。そして、「では、作り方の説明をします。」の

声。その説明が始まるやいなやウッチャンの目つきが変わった。ウッチャ

ンにもこんな時かあるのかと思うほど真剣な顔に変化した。 それは、係
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員の「電動ろくろ・・。」の言葉に反応したからである。 

 ナント、電動ろくろでの作品づくり。リハビリ室にもあったが触れることさえ

なかった。（いつかは・・）と願っていた電動ろくろを使って作品が作れる。

心の中は（バンザイ三唱）のウッチャンなのである。 

 

 案内され、ろくろの前に座る。スイッチを入れる、かすかに聞こえる回転

音。 （これが、電動ろくろかぁ）と感激する。真横にあるレバーを前後に動

かす。回転スピードが変化する。（オー！スゲェ）と今度は感心するウッチ

ャン。 

 入れたスイッチを切って、自分の周りにある道具を確認。（ヨシ）と、気合

を入れあらためてスイッチオン！。回転するろくろの中央に、ゆっくり両手

を近づける。久しぶりの粘土の感触を感じながら形を作っていく。上下左

右に手を動かす、触れている粘土の大きさが頭に浮かんでくる。スイッチ

を切って高さと広がりを、そして、厚さを確認。手からの感触から（こんなも

んかなぁ）と思う。 

 「スイマセーン」と、係員を呼ぶウッチャン。そして、大きさを尋ねた。帰っ

てきた言葉は「湯飲みにしては全体的に小さく感じます」。「ウーン、おかし

いなぁ」と、首を傾げる。 それもそのはず、自分の手を使って大きさを確

認。形はともかく大きさには自信があった。 がっかりするウッチャン、マサ

カネェ。落ち込むぐらいなら興味なんて持たない。頭の中は、思い描いた

形を作ることだけ。少し大きいかなと感じるぐらいがいいのか、と思いなが

らろくろのスイッチを入れる。 そして、係員にアドバイスを求め、手助けし

て貰いながら一つ目を作り終えるウッチャン。 

 すぐさま二つ目に取りかかる。一つ目の大きさの感触を思い出しながら

作っていく。今度は係員を呼ぶこともなく（ヨシ）と思ったところで、ろくろから

作品を離す。 一つ目と並べて大きさを比べてみる、多少の違いはあるが

ほぼ同じ大きさ。（ドンナモンダイ！）と、得意げの顔をして胸を張る。 だ

れかにほめられたわけでもないのに何をやってんだか。マァ、他人に迷惑

かけているんじゃないからいいとしよう。 

 さて、気をよくしたウッチャン、三つ目を作りはじめる。なんとか作り終え

るとスイッチを切って係員を呼び、外へと誘導を頼んだ。「まだ、時間はあ

りますよ」の言葉に、「満足したものができたところでやめんのが一番」と、

えらそうに応える。 

 実は、限界だったのである。何がって、集中力を保ち続けることができな
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くなっていたのである。ウルトラマンだって、３分がやっとなんだから、ウッ

チャンの集中力が２時間近く保てたのはえらいってもんです。（ナンノコッチ

ャ）感心するほどのことでもない。 

 

 どうでもいい事は、この辺にして、その日一日、ほとんど電車とバスの中

で過ごし、陶芸は２時間ほど、それに、作ったのは湯飲みが三つ。アパー

トに帰り着いたのは夜１１時近く。ハードな一日となった。 

 だが、この日を境に、今まで以上に陶芸への興味を持つウッチャン。こと

ある事に、仲間に陶芸の話をする。聞いた人間は、「ウッチャンが陶芸？ 

似合わないねぇ」と言う。 いつもなら、言い返すところだが、気にすること

もなく夢中になって話をする。 

 その話を聞いている中に、「おもしろいのかなぁ」とか口にする者が出てく

る。「やってみればわかる」と、応えるウッチャン。「できるかなぁ、見えなく

ても」と、口にする者にも、「やってみればわかる」と、応える。 

 一人二人と、興味を持ち、（やってみたい）と、思う者がでてくるようになっ

ていた。 となれば、やるしかない、みんなと栃木県まで行くのは無理。県

内で体験できる場所を探さなければならない。この頃、頼みの綱はみゆき

ちゃん。「１０人以上の団体ならオッケー」と、言う所を見つけてくれたの

だ。 

 またまた、久しぶりの陶芸。一応、まとめ役の立場だが、他人の面倒など

みる気などまったくない。陶芸に、夢中になってしまう。 

 しかし、ことが終わればいつものウッチャン。参加したメンバーと居酒屋

へ。飲むほどに酔うほどに、陶芸について語り始める。陶芸初体験の仲間

たちは、それなりに感心しながら話に耳をかたむける。だが、話を膨らませ

すぎてたいした経験も知識もないことがばれてしまう。 こうなると後の祭り、

ウッチャンに逃げ場はない。みんなにアレコレツッコまれ、返す言葉が思い

浮かばない。「めずらしいねぇ、ウッチャンいじけて何も言わないよ」と、だ

れかのひと言、これに、全員爆笑。笑いの渦の中（また、みんなとやれると

いいなぁ）と、苦笑しながら思っていた。 

 

 さて、またまた月日は流れて、約１年後。神奈川支部の中で、何かみん

なで楽しめる企画はないかと話が出た際、話をむけられたウッチャン、す

かさず「陶芸がいい」と応えた。すると、「陶芸ねぇ」と、シブルような声がし

た。その声に、ムッとするウッチャン。ひとこと言い返そうとした時、「陶芸カ
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ァ、昔やったことがある、けっこうおもしろいもんだよ」の声。そこへ、「そう

そう、１年ぐらい前になるかな、ウッチャンに誘われてやったんだよ。見え

ないからどうなるかと思ったんだけど、作れたもんね。視覚より手先の感

覚で作るって感じだったなぁ」の声がした。 

 （オッ、ウレシイこと、言ってくれるじゃん！ダンボールオヤジ」と思いなが

ら、言い返すのをやめるウッチャン。 

 ところで、突然でてきたダンボールオヤジ。一体何者？ 小田原市在住

のおじさん、長沢さんと言う。理学療法士としてかなりのキャリアを持って

いる人なのである。 

 この世界で仕事を始めた視覚障害者としても、かなりの古株なのです。

だから、業界では、そこそこ名が知られている人なのだ。しかし、ウッチャ

ンには、（大酒のみの気のいいおじさん）でしかない。なかなか、りっぱな

家に住んでるって話を聞いて、「りっぱはりっぱでも、ダンボールハウスじ

ゃないのかな。小田原で長沢さんがダンボール拾っているとこ、よく見かけ

るって聞いたことがある」と、ウッチャンが、つっこんだのが始まりで、最近

では、自分から「ダンボールハウスに住んでいる長澤デース」と、自己紹介

している。 

 今では、ウッチャンの口車に乗せられ、陶芸クラブの部長をやっているの

である。 

 

 長沢さんのフォローのひと言もあり、会員へ参加を呼びかけ、陶芸教室

を開くこととなったのです。 やることになったのは、うれしいのだが、「それ

じゃぁ、しきりはウッチャンで、ってことでヨロシク！」のひと言。 「マカセナ

サァイ」と、胸をたたいたのはいいが、１年前と同じ場所にするか、それとも、

新たな場所を探すか、悩むウッチャン。 

 まずは、今までに尋ねたところを、調べ直すことにしたのです。そんな中、

以前尋ねて、だめだった横浜ラポールに電話をしたのです。 

 すると、ラポール側から返ってきた返事は、「障害者に工作工房をもっと

利用してもらえるようにと、ボランティア講習会を開くことにしました。ちょう

ど今、陶芸を指導できるようにと、陶芸ボランティアの講習会をやっている

ところなんです。受講している人達にもいい経験になりますから、ぜひ陶芸

体験の企画を進めてください。こちらとしても、全面的に協力します」。 

 この言葉に、もちろん、心も顔もニコニコ状態。そして、話はトントン拍子

に進んだ。ボランティアも含め、２０名近い参加となったのです。 
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 そして、数ヶ月後。できあがった作品を受け取り、見せ合う参加者たち。

できはどうあれ楽しそうに話す。それを見て、「やればよかった」「やりたか

った」「もうやらないの」の声が上がる。 

 ウッチャンは、この時を待っていたのだ。定期的に陶芸ができるようにし

たい、ウッチャン的には、（なりたい）の方なのだが、（このチャンスを、逃し

てなるものか）と、動き出す。 

 まずは、ラポールへ、「毎月一回、陶芸をやる機会を作りたい。できれば、

クラブのような形で、利用したい」と、願い出るとともに、ボランティアに協

力を求めた。 

 次に、長沢さんに、陶芸クラブ立ち上げの話を持ちかけ、やる気にさせて、

ついでに、部長にするのに成功。 会報に、陶芸クラブの活動を始めると

掲載。参加者を募ったのである。 

 

 一つの障害者団体の中に生まれた陶芸クラブだが、会員だけにこだわら

ず、だれでも参加できるようにしよう。これは、長沢さんとウッチャンの一致

した考えだった。障害者も健常者もない、あるのは陶芸を楽しむことだけ。 

 陶芸クラブの活動をする上で、指導してくれるボランティアは必要不可欠。

始めた当初は講習会の講師を務めた金子さんを含め、１０人近くのボラン

ティアの人達が参加してくれた。いずれは、自分たちの力で活動していけ

るように、とのウッチャンの思いもあり、１年間だけの協力となった。 しか

し、月に一回の活動では、自力での活動が、身に付くほどの経験はできな

かった。 

 １年後、今後も指導をお願いする、長沢さんとウッチャン。そして、続けて

くれる事になったのは３人。金子さんはお役所勤めのおじさん、考え方が

堅いんだか、柔らかいんだかよくわかんない。しかし、講師を依頼されるほ

どの人だから、陶芸の知識と経験は趣味の域を超えて、アマチュアと言え

どもあなどれない実力の持ち主。そして、紅林さんと神野さんは、元気なお

ばさん、イヤイヤおねぇさん。陶芸を趣味として、始めてかなりのキャリア

の二人。紅林さんは、ラポールで臨時職員のような形で仕事をしている。

神野さんは、元々はラポールの利用者。 ３人の共通点は、陶芸が趣味と

言うだけでなく、ボランティアとしての経験が豊富なのである。紅林さんに

到っては、「健常者より、障害者の友だちの方が多い」と、言われるほどの

人である。金子さん、神野さんは年間を通して、ラポールで開催される大き

なイベントには必ずと言っていいほど、その姿を見ることが出来る二人な
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のです。 

 これだけの経験の３人でも、視覚障害者に陶芸を指導するのは初めて

に近い、一回だけの体験教室とは違うのだ。どう教えるか、試行錯誤しな

がら、アレコレ悩みながら、ウッチャンたちに関わり続けることになった３

人。 

 陶芸クラブとして活動し始めて３年あまり。途中、仕事の都合で参加でき

なくなった紅林さん。今は、金子さんと神野さんの二人だけ。となれば、（た

いへんだろうなぁ）と、だれでも思う。事実、たいへんなのである。 

 しかし、二人にとって、一番たいへんで手をやいているのは、だれあろう

ウッチャンなのだ。「見えないからうまくいかないんじゃなくて、教えたことを

覚えてないからでしょう」と言われ、「違うって、見えないからだよ」と言い返

す。「こんな時だけ、障害者のフリをして」と返ってくる言葉。「チョット待て、

フリじゃなくて本物だってば」とウッチャン。「アッ、そうだったね」と金子さん

と神野さん。こんな会話に、参加者たちは大爆笑。きびしくもあり、なごや

かでもある。 

 陶芸を通して、うまれた毎月一回の楽しい時間なのである。 

前編は、ここまで、後編は次号にて。 
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 編集後記  

 今年の夏のなんと暑かったこと、長かったこと。みなさん夏ばてしていませ

んか？ ほらもうすぐおいしい食欲の秋ですよ。  

 私は６年ぶりに家内の実家、長崎に行ってきました。長めの休みをいただ

いてゆっくりすることができた。 眼鏡橋、オランダ坂、グラバー園、路面電

車・・・。 横浜とはまた違う異国情緒あふれる明るくきれいな街でした。 

 この秋は行事がいっぱいです。 カラオケ、網膜の日、白状体験に年金、つ

くしの会もあります。  みなさん是非お出かけ下さいね。 

 １２月には福祉機器展も行います。「こんな便利なものがある・お店があ

る。」情報をお持ちの方は佐々木までご連絡下さい。みんなに教えて便利に

使いましょう。 

                                        佐々木 
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